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令和７年度 テーマ一覧（２年次） 

 救急車の適正利用 

 高齢化と認知症の関係について 

 青森県のメンタルケア 

 青森県のへき地医療について 

 災害医療 

 青森県で怪我を減らすにはどうすれば良いのか 

 青森県(短命県)の肥満と食生活 

 産後うつ。 

 青森県の健康について 

 青森県の看護師不足と短命県の関係 

 青森県内に就職する若年の看護師を増やすためにできるこ

と 

 赤ちゃんポスト 

 乳児遺棄事件 

 育児放棄 

 内密出産 

 孤立出産 

 多職種連携における看護師の役割 

 短命県の理由は何か。 

 血圧と果物の関係 

 青森県の医療不足について 

 青森県の短命県返上 

 現代のストレス社会 

 リサイクルと地球環境 

 青森で高齢者を守るためのリハビリとは？ 

 看護の AI化について 

 ユニバーサルデザインやバリアフリーを取り入れた住みや

すい一戸建て 

 医療従事者の不足している要因は何か 

 AIが発達する現在と未来の医療 

 薬剤師不足での地域の取り組みについて 

 ファシリティドックの活躍について 

 救急車の出動件数に対しての救急救命士不足について 

 看護師の夜勤負担の軽減に向けて 

 青森県の医療について 

 青森県民の食生活と糖尿病の関係 

 青森県の健康状況について 

 救急車の出動について 

 短命県について 

 独居高齢者への支援について 

 睡眠には、量と質、どっちが効果的なのか。 

 髪に栄養を与える食事 

 薬物乱用による影響 

 薬の副作用 

 食事と健康の関わりについて 

 いじめ・不登校 

 授業と居眠りの関係 

 弘前南高校 2 年次生徒の体育以外の運動についてどうすれ

ば増えるか 

 タブレット学習と学力の関係 

 運動で午後の授業の眠気を軽減することができるのか。 

 青森県の児童肥満率を下げるために食育でできる工夫はあ

るのか 

 青森県の教育面での多文化共生について 

 すべての人が安心・安全に暮らせる街づくりとは 

 男女関係なく育児を均等にするためには？ 

 ICT教育の利便性について 

 弘前南高校の学力の低下について 

 読書を楽しくするために何が必要か 

 小学生の野球人口の減少 

 特別支援教育と普通教育が交流を保つために必要なこと。 

 南高校生の持久走のタイムを早くすることはできるのか 

 いじめのない学校を目指す 

 今と昔のいじめと教育 

 青森県が短命県であるのは塩分摂取量が原因なのか？ 

 学校でのジェンダー平等 

 18歳以下の学力低下とスマホについて 

 運動にマイナス思考がある生徒にどのようなゲームをした

ら全員楽しめるか 

 運動と教育の関係 

 授業を集中するためには 

 青森県小学生のバレーボールの人口を普及させる 

 青森県でいじめにより学びたい気持ちが減ることについて 

 南高校生徒に理系教科に興味を持ってもらうにはどうすれ

ば良いか 

 青森の小学生が上手くボールを投げられる方法 

 いじめをする小・中学生の自己肯定感 

 青森県の子育て支援について 

 デジタル教材と紙教材について 

 タブレット学習の利用 

 若者の自殺率を減らすには 

 教員不足について 

 県内の教師が減少傾向にあること 

 中学、高校音楽の授業について 

 調査書の欠席日数について 

 青森県の中学生の学力向上について 

 iPadが生徒に与える影響 

 集中力を続かせる方法 

 保育の人材不足 

 温室効果ガスの排出量を半分に抑える 

 どうすればスケートボード業界は活性化するのか 

 青森県内の宿泊業・飲食サービス業の人手不足 

 過疎化 
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 青森と都会の賃金の差について 

 自分の住んでいる地域の活性化 

 青森県の健康問題 

 青森の平均年収を上げるには 

 青森県の最低賃金の引き上げ 

 青森県の犯罪率について 

 虐待について 

 青森県の若者の人口流出について 

 青森の各市町村の経済成長について 

 青森県の若者はどのような魅力にひかれて働きにいくのか 

 若者の県外流出を減らすには 

 県内企業の人手不足について 

 少子化と経済的要因は関係しているのか。 

 就職率について 

 美容室について 

 ごみの量のとカップラーメンの消費量の関係 

 外国人観光客は青森県に何を求めているのか 

 農業を継ぐ人が少ないのはなぜか p 

 青森県の公立高校の野球部員減少 

 冬の道路の除雪 

 スポーツ人口が減っているのは野球だけなのか 

 青森県の利便性を高めるには何が一番求められるのか 

 過疎化について 

 青森県の観光者を増やすには 

 地域活性化と若者について 

 家族の絆を深められる機会をより提供するには 

 人口減少の対策は、どのくらい進んでいるのか。 

 国際化の推進について 

 外国人観光客が感じる言語の壁 

 企業の人手不足について 

 青森県の魅力度とは 

 働き手の健康意識と人手不足問題について 

 弘前の歴史や文化について 

 青森県の伝統文化の後継者不足問題と他県の途絶えること

のない文化との違いはなにか 

 青森の文化や伝統工芸品を継承していくために 

 廃校舎の再利用と若者の減少について 

 観光客を増やす方法 

 食品ロスを減らすためにできることはどのようなことか。 

 寿命ワースト 1位なのはなぜか 

 弘前市の歴史的建造物について 

 皆が生きやすい社会を作るためにすべきこと 

 買いたいと思われるような商品を開発するには？ 

 青森県の工芸品を守り、未来に繋げていくには何が必要か。 

 江戸時代の庶民の流行りはなぜ隅々までいかなかったの

か？ 

 コミュニケーション能力の向上 

 地域の伝統芸能・工芸について 

 青森の観光について 

 小さなアイデアが職場を変えるには。 

 アイヌ文化と縄文文化の魅力を後世に伝えるためには？ 

 災害から身を守り安全に生活するためには 

 青森県の自然をどう活かせば、今よりも観光客を増やせるか 

 弘前市の人口を減らさないためには 

 介護者と少子高齢化の関係について 

 茶道を外国人に楽しく知ってもらうには 

 日本と海外の文化、生活様式の違い 

 青森の伝統工芸品を世界中に発信するには 

 災害関連死などを減らすには 

 青森の海洋汚染の状況について 

 野菜を食べてもらうための方法、また野菜の代わりとなる食

料 

 りんごの消費量の低下の対策 

 どうすれば海洋生物の減少を抑えることができるのか？ 

 りんごと共生する生き物の可能性の拡大について 

 農業 

 鶏やその他の家畜のウイルス感染などを防ぐには 

 食料を無駄にしないために 

 森林保全について 

 生態系の過去と今 

 農家の高齢化 

 動物愛護 

 地産地消と若年層の関係について 

 がん検診について 

 短命県と食について 

 観光しやすくするためにはどうすればいいか 

 洪水災害について 

 雪かきについて 

 六ヶ所再処理工場の安全性について 

 青森県内の環境格差について 

 防災×地域の魅力再発見 

 空き家を取り壊しまたはリフォームを行い土地を有効活用

する 

 農家の負担を減らすには 

 冬の雪害 

 ゴミ、リサイクル計画 

 AIを使い雪への対策 

 弘前のポイ捨て問題 

 ハザードマップを活用するためには 

 雪の処理について 

 エネルギー自給率を上げるために 

 高齢者がネット犯罪に遭わないようにするには。 

 弘前の雪の除雪対策 

 青森県の平均寿命について 


